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 ①平和行進と県民大会 

沖縄は、１９７２年５月１５日に日本へ復帰しました。しかし、復帰と同時に在日米軍専用基地の７

４％集中し、広大な基地が残されました。基地から派生する事件や事故はあとを断たず、演習の激化や

爆音公害など日常的に県民は危険にさらされています。そして、「日本国憲法」よりも「日米安保条約」

が重要視されている現実が創られています。歴史的視点に立ち、全ての基地を撤去する日までたたかい

続けることを県民大会の中で確認しました。 

平和行進は、今年で３９回目となりました。東・西・南コースの３コースに分かれて３日間（４０㎞）

の行程になります。私たちが参加した南コースでは、平和記念公園やひめゆりの塔、魂魄の塔など、沖

縄戦最後の激戦地となった南部路を行進し、沖縄戦の追体験をしました。 

②ＳＥＡＬＤｓ ＲＹＵＫＹＵとの意見交換会 

 ５月１６日、「ＳＥＡＬＤｓ ＲＹＵＫＹＵ（シールズ琉球）」との意見交

換会を開催し、ＳＥＡＬＤｓの活動報告や活動をするにあたって苦悩などを

議論しました。 

意見交換会の中では、「大学の授業を通して自分に何が出来るのだろうかと

考えるようになり、ＳＥＡＬＤｓＲＹＵＫＹＵに参加した」「子どもの未来を

守るためには、私たちが行動しなければならない」など、自らの転換点等も

語っていただきました。また、相手の意見を聞きながら、共に考えていくこ

とや未来をイメージしながら行動することが重要であることを議論しまし

た。 

そして、共に悩みを共有出来る仲間がいることを実感するとともに、平和

な社会、基地のない沖縄を共に創りだしていくことを参加者全員で確認しま

した。 


